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・ CSO：Vulnerability Assessment Committee（VAC）の脆弱性評価調査に参加した
職員へのインタビューと資料収集 
・ FAO：Emergence Coordinator、VAC 調査メンバー／Programme Against Malnutrition 
(PAM)メンバーへのインタビューと資料収集  
・ Disaster Management and Mitigation Unit (DMMU)：Coordinator へのインタビュー
と資料収集 




・ DACO オフィス：2004／05 の旱魃後の被害状況や食料援助に関するインタビュ
ーと資料収集 
・ Kalilu Development Foundation (KDF)：マネージャーや職員へのインタビューと
資料収集 



















 シナゾングウェ地区で集中的に調査した 2004／05 の旱魃への政府やローカル NGO
などの対応からは、さまざまな異なる組織が独自の基準をもちながら食糧援助を行っ
ている実態があきらかになった。2003 年ごろから本格的に組織化が進められた副大統
領府（OVP）の Disaster Management and Mitigation Unit（DMMU）と、その末端で効
率的な援助を指揮している District Disaster Management Committee（DMC）が、この







 2008 年度は、2007 年度の調査結果をふまえながら、さらにシナゾングェ地区にお
ける各組織の援助活動や食料配給の実態を調査していく。政府機関をはじめ、各援助
組織がどのような援助計画を策定し、実行に移しているのか、そして、それらの個々
の計画がローカルのコミュニティレベルにおいて、どのように受容されているのか、
現地調査をもとに明らかにしていきたい。とくに、DMMU 主導で進められている、
食料配布の末端組織（サテライト・コミッティー）がどれほど効果的に援助の実施に
関与しているのかが、ひとつの焦点となる。 
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